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１．活動のテーマ
＜テーマ＞

＜テーマの設定理由＞
　相撲の取組に夢中になる中で、「もっと強くなりたい！」と思い始めた子どもたちが強さの秘訣について考え始めた。
　技についてだけではなく、本物の力士の身体の大きさに着目し、その秘訣について調べようと話が盛り上がり、活動として広がっていった。

２．活動スケジュール
1/24(金)
・ちゃんこ鍋の味付けについてクラス全体で考え、作りたい味ごとにチームに分かれる。

2/4(火)
・チームごとに集まり、具材について話し合いを行う。

2/4(金)　2/13(木)
・チームごとで集まり、製作を進める

３．活動のために準備した素材や道具、環境の設定
〇活動場所
ランチルームを使用することで、3色ボードを見ながら野菜や肉、魚などバランス良く栄養が摂れる食材を子どもたち自身で考えることが
出来ていた。
〇製作に向けて準備した道具や素材
・廃材（梱包材、ティッシュの箱、段ボールなど）
・画用紙　・折り紙　・はさみ　・のり　・クレヨン　・色鉛筆　
・セロハンテープ　・クラフトパンチ

４．探究活動の実践
＜活動の内容＞　（★：子どもの気付き）
①園内や姉妹園との交流を持ちながら、相撲の取組を行う。
★勝ち負けの経験を通して「本物のお相撲さんは何で強いのかな？」と考え始めた。

②実寸大の力士のパネルを用意。身長、手、足の大きさを比べられるようにした。
★身体がいかに大きいかを体感し、更に「何を食べて身体を大きくしているのかな？」と興味を持つ。

③力士が何を食べているのか、家庭で家の人が知っているか確認するよう促したり、力士との交流の際に質問をする。
★力士はちゃんこ鍋を食べていることを知る。更に、様々な味付けがあり、バランス良く栄養が摂れる食材が入っていることを知る。

④少人数グループに分かれて、ちゃんこ鍋の製作遊びに発展させる。
★クッキングを行う前に製作をすることで、より具体的に食材等を考える機会となった。

＜活動中の子供の姿・声、子供同士や保育者との関わり＞
〇ちゃんこ鍋の具材を考えている場面
子どもA「何を食べたら身体が大きくなるかな？」
子どもＢ「3色ボードを見てみようよ。あっ！赤（血や筋肉の元となる食材）のところにお肉あるよ！」
☆ちゃんこ鍋の具材を考えている最中に、子どもたちが自ら3色ボード活用している姿が見られた。

子どもC「きくらげはどんな素材で作ろうか？」
保育者「きくらげって黒くてぼこぼこしてるよね？」
子どもD「ぷちぷち（緩衝材）と黒い折り紙くっつけたらそっくりじゃない？」
☆製作の為に具材をどのような素材で作るかについて、保育者の声掛けから想像を膨らませ、自分たちで素材を考案した。

５．振り返り
＜振り返りによって得た先生の気づき＞
　初めは相撲の勝敗を競い合うことに楽しさを見出していたが、強くなるために試行錯誤した結果、自分たちで調べたり、身近な大人に聞いた
りして『ちゃんこ鍋を食べている』という結論を導いていた。
元々製作が好きなクラスということもあり、ちゃんこ鍋の製作をして、具体的に中身をイメージしてからクッキングに繋げていく。また、製作
することで活動を形として保護者に見せることができた。

ちゃんこなべ製作
～力士の強さの秘訣～



～活動の様子～


